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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成30年3月15日(2018.3.15)

【公表番号】特表2016-504154(P2016-504154A)
【公表日】平成28年2月12日(2016.2.12)
【年通号数】公開・登録公報2016-010
【出願番号】特願2015-555208(P2015-555208)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ   2/24     (2006.01)
【ＦＩ】
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年2月5日(2018.2.5)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人工心臓弁であって、
　フレームの周囲に沿って互いに等しく離間された交連部と、流入縁の近くに配置された
弁輪部とを有する環状フレームと、
　前記フレームの一部を覆う布と、
　前記交連部において前記フレームに接続された弁アセンブリであって、複数の弁尖を備
えている、弁アセンブリと、
　半径力が前記フレームに加えられたときに前記フレームの楕円化を制限するために、前
記フレームの弁輪部に隣接して緊密に配置され、前記フレームの外側環状部またはフレー
ムの内側環状部に重なっている補剛部材と、
を備えている、人工心臓弁。
【請求項２】
　前記補剛部材は、前記フレームの一部の周りに配置されたリングを備えている、請求項
１に記載の人工心臓弁。
【請求項３】
　前記リングは、少なくとも１つの面取り部を備えている、請求項２に記載の人工心臓弁
。
【請求項４】
　前記補剛部材は、金属から構成されている、請求項１に記載の人工心臓弁。
【請求項５】
　前記補剛部材は、前記フレームの前記弁輪部分の周りに配置されている、請求項１に記
載の人工心臓弁。
【請求項６】
　前記補剛部材は、生体適合性である、請求項１に記載の人工心臓弁。
【請求項７】
　前記補剛部材は、前記フレームの前記外側環状部に配置されている、請求項１に記載の
人工心臓弁。
【請求項８】
　前記補剛部材は、前記フレームの前記内側環状部に隣接して配置されている、請求項１
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に記載の人工心臓弁。
【請求項９】
　前記補剛部材は、布内に少なくとも部分的に包まれている、請求項１に記載の人工心臓
弁。
【請求項１０】
　前記補剛部材は、スカロップ部を備えている、請求項１に記載の人工心臓弁。
【請求項１１】
　前記補剛部材は、少なくとも１つの面取り部を備えている、請求項１に記載の人工心臓
弁。
【請求項１２】
　前記補剛部材の底縁に面取り部が形成されている、請求項１に記載の人工心臓弁。
【請求項１３】
　前記補剛部材は、作動可能に前記フレームに連結されるように布内に封入されている、
請求項１に記載の人工心臓弁。
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